
スマート畜産技術の振興に向けて

（ スマート畜産調査普及事業の成果を中心として ）
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１．調査事業の基本構成と内容

２．調査事業の実施結果

（１） 畜産経営者及び主要企業へのアンケート調査

（２） シンポジウム「スマート畜産への期待」の開催

（３） 事例調査及び実証調査

（４） スマート畜産マニュアル

３．調査事業を終えて

発表の内容
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１．調査事業の基本構成と内容
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（１） 畜産経営者・主要企業へのアンケート調査
① 畜産経営者(５畜種)を対象としたアンケート調査

〇 アンケートの調査内容は６項目
① 経営の概況
② 最新の畜産技術（スマート畜産）の導入状況
③ 今後導入を計画している最新の畜産技術（スマート畜産）
④ 最新の畜産技術（スマート畜産）に期待する効果
⑤ 研究開発を期待する畜産技術（スマート畜産）
⑥ その他 （設問数は約４０問）

経営体 割合(%) 経営体 割合(%) 経営体 割合(%) 経営体 割合(%) 経営体 割合(%) 経営体 割合(%)

北海道 68 56 14 13 6 6 0 0 0 0 88 19

東北 5 4 20 18 19 18 15 15 6 22 65 14

関東・甲信越 25 21 29 26 28 27 28 28 3 11 113 24

中部 10 8 15 13 11 11 22 22 5 18 63 14

関西・中国・四国 6 5 16 14 14 13 20 20 8 30 64 14

九州・沖縄 3 3 13 12 24 23 15 15 5 19 60 13

不明 4 3 4 4 2 2 1 0 0 0 11 2

合  計 121 100 111 100 104 100 101 100 27 100 464 100

区  分
酪農 合  計採卵鶏 ブロイラー養豚肉用牛

〇 アンケート調査票の回収結果
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〇 アンケート調査票の回収結果

② スマート畜産技術を手掛ける企業を対象としたアンケート調査

区  分 機械メーカー
　機械メーカー・
　　ICTベンダー

ITCベンダー 合　計

件  数 17 17 1 35

〇 アンケートの調査内容は６項目

① 対象企業の有するスマート畜産技術の内容
② 技術導入に必要な初期投資額及び維持管理費
③ 技術導入により期待される効果
④ 技術導入によるリスク
⑤ 技術を導入した畜産経営体への支援体制
⑥ 企業の将来戦略

（設問数は１７問)

（写真：発送直前のアンケート調査票）
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〇 アンケート調査票の回収結果

③ 畜種別のスマート畜産導入状況 (回答数339)

◎導入の状況は畜種によってかなり技術分野が異なっている。
・「飼料給与」,「給水技術」では「養豚」は少ない。
・「ふん尿処理技術」では「肉用牛」は少ない。
・「採卵鶏」では集卵・選別・出荷にかかる技術分野といった「その他」が多い。
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経営管理

家畜衛生

ふん尿処理

家畜管理

飼料給与・給水

畜舎環境制御

満足している 概ね満足している 不満である

④ スマート畜産技術導入後の満足度 （回答数278）

◎満足度は概ね満足されている。しいて言えば「ふん尿処理」、「経営管理」の分
野では2割程度が「不満である」と回答。
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⑤ 畜種別の今後導入したいスマート畜産技術 （回答数425）

⑥ 畜種別・技術別で要望が第一位のスマート畜産技術
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⑦ 主要企業へのアンケート調査

〇 機材メーカーが対象とするスマート畜産技術
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〇 畜種別の内訳
（酪農） 回答数25社、44％（発情検知）、32％（自動給餌）、28％（餌寄せロボット、哺乳ロボット、トラクタ

ーの自動操舵、等）が上位。

（肉用牛） 回答数20社、35％（トラクターの自動操舵）、30％（発情検知）、25％（分娩監視、ふん尿堆肥化）、
20％（自動走行トラクター）が上位。

（養豚） 回答数14社、43％（自動給餌）、29％（豚舎冷却）、21％（肥育豚自動給餌、自動計測豚衡器、バイオ
ガス発電機、汚水浄化機、豚舎環境制御）が上位。

（採卵鶏） 回答数9社、44％（自動集卵・搬送機）、33％（鶏舎冷却、鶏舎自動環境制御、自動鶏卵洗浄機）、22％
（自動給餌、飼料自動計量、自動選別機、自動異常卵検出器、鶏舎のトータル制御、等）が上位。

（肉用鶏） 回答数7社、57％（鶏舎自動環境制御）、43％（鶏舎給餌、自動環境制御）、29％（鶏舎冷却、飼料自動
計量、自動給水）が上位。
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２－（２） シンポジウム「スマート畜産への期待」の開催

① シンポジウムは全国で５回開催

◎ 開催した５会場は盛会で多業種から延べ６４８名が参加
（写真１ 福島会場）

◎ 実践中の生産者から現場に根ざした事例紹介が２６事例
（写真２ 千葉会場）

◎ 他事業とのコラボ「海外の先進事例報告」も関心が高い
（写真３ ドイツ国・デンマーク国の報告）

◎ 会場で実施したアンケートでは「役に立った」が９７％
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（写真１） （写真２)

（写真３）



② ５会場でスマート畜産技術を展示、３会場で現地研修会を併催

◎ 展示ブースから
（写真１ 千葉会場） （写真２ 鹿児島会場） （写真３ 帯広会場）

◎ 現地研修会から
（写真４ 鹿児島会場） （写真５ 福島会場） （写真６ 帯広会場)

（牛群管理を視察） （復興を契機に餌寄せロボット導入） （ギガファームの実情を視察）
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③ 関連報道から
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↑ R元-10-25 
日本農業新聞

← H30-9-28 福島民報

↑ H30-7-25 南日本新聞



① スマート畜産技術を導入している20経営体のスマート畜産技術の概要
畜種 道県 スマート畜産技術

酪農 北海道1 牛群個体管理システムにディリープランC21を導入して個体管理（発情、乳量、疾病など）の効率化

北海道２ 経営主が女性で、搾乳ロボットを導入して省力化
北海道３ 牛群管理ソフトを導入して繁殖管理の省力化、生産性向上及び事故率低減
北海道４ 飼料給与（給餌ロボット、餌よせロボット）、家畜管理（搾乳ロボット、哺乳ロボット、牛舎監視カメラな

ど）、ふん尿処理（バイオガス発電）などのスマート畜産技術を導入して労働力節減、生産性向上
青森県 ロータリーミルキングパーラー（60頭同時搾乳規模）と牛群個体管理ソフトを連携させて、乳量のアッ

プ及び高品質の生乳生産
福島県 分娩・発情監視通報システム（牛温恵）を導入して分娩事故の軽減と省力化
栃木県 畜舎自動環境制御システムを導入した、次世代閉鎖型牛舎の設置
千葉県１ スマートディリーシステムの牛群個体管理システムの導入
千葉県２ スマートディリーシステムと「牛温恵」の導入による牛群個体管理と分娩管理システムの導入

千葉県３ GEA製の搾乳ロボットの導入による省力化
山口県 ミルキングパーラーにミルクメータとオートサンプラーを設置し、搾乳機に自動脱着装置を装備し、ミ

ルクメータと連動した個体別搾乳データ管理システムの構築
肉用牛 青森県 「牛温恵」を導入して分娩・発情の管理

千葉県 牛群個体管理システムにファームノート・カラーを導入して、家畜個体管理の省力化と繁殖成績の向
上

山口県 牛群個体管理システムにファームノートを導入して発情発見や分娩事故の軽減
鹿児島県
１

ファームノート・カラーを導入して繁殖成績の向上

鹿児島県
２

「U-motion」による家畜個体別管理システムを導入して、家畜の採食、飲水、反芻、動態、横臥、起立
などの行動を記録して繁殖成績の向上

養豚 青森県 豚舎環境をCO2濃度の感知により自動制御する換気システム導入により、繁殖・育成成績の向上

千葉県 オートソーティングシステム（自動体重測定システム）により大群の肥育豚出荷選別、追い込みの省
力化

愛知県 豚舎洗浄ロボットの導入により豚舎清掃の省力化
愛知県 遠隔操作により給餌量を自動制御できる自動給餌システムを導入して省力化

（３） 事例調査及び実証調査
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ⅰ) 北海道の酪農経営（A牧場）

所在地：北海道河東郡上士幌町
飼養規模：経産牛600頭規模
スマート畜産技術：牛群管理ソフトとして、ファームノート及びファームノート・カラ―
導入時期：2014年
成果：乳量は11%増加、疾病牛の発見数は２倍、発情牛の発見数は約３倍に増

2019年の平均分娩間隔は、導入前と比べ、1.5ヵ月短縮
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ⅱ) 青森県の肉用牛繁殖経営（D牧場）

所在地：青森県三戸郡五戸町
飼養規模：黒毛和牛繁殖牛72頭
スマート畜産技術：分娩・発情監視通報システムの「モバイル牛温恵」
導入時期：2016年
成果：分娩事故は1.7%→0%を実現
平均分娩間隔は、14.3ヵ月から13.1ヵ月と1.2ヵ月短縮
子牛の販売頭数は、2016年に比べ17%増加
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ⅲ) 青森県の養豚経営（E農場）

所在地：青森県十和田市
飼養規模：母豚1400頭
スマート畜産技術：豚舎環境の制御システムにドイツのスコブ社製の自動換気設備（CO2濃度により

豚舎環境を制御）、全農WebPICSによる家畜飼養管理
導入時期：2016年
成果：肥育豚の出荷頭数は6.2%増加、飼料要求率は約５%向上し、雇用労働力は５%節減、仔豚
の事故率は、8.1%から5.3%へ2.8%減少している。
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ⅳ) 千葉県の酪農経営（G牧場）
所在地：千葉県旭市
飼養規模：経産牛110頭
スマート畜産技術：GEA社製（ドイツ）の搾乳ロボット２台及びデイリープランC21の導入

導入時期：2017年
成果：労働時間は37%減少、乳量は30%向上し、平均体細胞数は約22%減少、平均分娩間隔は
2.9ヵ月短縮、授精回数は平均0.5回少なくなった。
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・搾乳作業 ･･･50%減
・発情&ＡＩ ･･･78%減
・総作業時間･･･25.5→16時間（37%減）
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ⅴ) 愛知県の養豚経営（H農場）

所在地：愛知県半田市
飼養規模：母豚700頭
スマート畜産技術：豚舎洗浄ロボット、Salesforce社のクラウドサービス

導入時期：2016年
成果：母豚１頭当たりの肥育豚出荷頭数は７.1%増加、肥育豚出荷頭数は74%増加、清掃労働力
は２割減少。洗浄の一連作業は、３週間から１週間に短縮。洗浄作業に係る時間30%から15%へ
５割減少。洗浄水の使用量は、導入前の570,000㎥/年から400,000㎥/年へ３割減少。

年 度 清掃労働力 備 考
2016年度（導入前） 5人/年間 肥育豚舎3棟(6部屋)

2017年度 4人/年間 同上
2018年度 4人/年間 同上
2019年度 4人/年間 同上

H農場の肥育豚舎清掃労働力の節減状況
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ICT技術の利用による新たな畜産経営のイメージ

(５) スマート畜産マニュアル

① 生産者のためのマニュアル



② スマート畜産マニュアルの目次構成
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投資回収
期間

内部収益率（%）

維持費 10% 維持費 8% 維持費 5%

3年 19.3 21.8 25.3

4年 8.1 11.0 15.1

5年 0.0 3.5 8.1

6年 -6.8 -2.5 2.9

③ 投資回収期間及び維持管理費の投資額に対する比率による
内部収益率の変化

注）黒字：妥当な投資、ピンク字：要注意の投資、赤字：投資対象外

 内部収益率は、公共事業において社会的割引率（SDR）を上回れば妥当な投
資と見なされる。

 SDRは、我が国の場合、国債の利回りなどをベースに決められるが、公共事業
の妥当投資額を算定するためのSDRとして農水省は４%を設定している。
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投資回収
期間

投資額に対する現在価値の比
（割引率４%）

維持費 10% 維持費 8% 維持費 5%

3年 0.86 1.01 1.25
4年 0.21 0.36 0.60
5年 -0.18 -0.03 0.21
6年 -0.44 -0.29 -0.05

④ 投資回収期間及び維持管理費の投資額に対する比率
による現在価値の変化

 割引率を年４％とした場合、期間全体の収益として、投資額の50%以上（0.5
以上）を求めるのであれば、投資回収期間は３年、あるいは維持管理費を５
%以内に抑えた４年とすべきである。

 投資回収期間が５年では、投資額と同等の収益または若干の赤字が見込ま
れる。
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令和２年５月２９日 日本農業新聞

本事業の成果は、節目ごとにマスコミに取り
上げられており、とくに日本農業新聞では、５
畜種について大掛かりなスマート畜産のアン
ケート調査の事例がないため、一面記事に掲
載された。
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⑤ 広報



３．調査事業を終えて

（１）スマート畜産技術の課題

① 技術普及体制の課題

② 畜産分野の環境的な課題

③ 技術的な課題

④ 費用対効果の課題

（２）スマート畜産技術の展望

① スマート畜産プラットフォームの構築

② 費用対効果のモニタリング

③ 新技術開発の連携基盤
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ご静聴ありがとうございました
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